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コミュニティ・スクールだより
学校・家庭・地域の連携と保幼小中一貫教育

令和４年３月１１日 ☎（事務局：国見町教育委員会学校教育課 585-2892）

第６回ＣＳ委員会の主な内容は各校の令和４年度学校運営方針の承認です。書面開催
のため、ＣＳ委員の皆さんに書面で承認の可否を事務局に伝えていただきました。その
結果、藤田保育所、くにみ幼稚園、国見小学校、県北中学校の令和４年度の運営方針（ア
クティブプラン）が承認されました。

国見町では、町内の藤田保育所、くにみ幼稚園、国見小学校、県北中学校を一つの集
合体とみなして“国見学園”と呼称し、保幼小中一貫教育を行っています。今回承認さ
れた各校の運営方針（アクティブプラン）は、国見学園の保育所から中学校までつらぬ
く柱（目標、めざす力）に基づいて作成されています。

※めざす力は保幼小中共通です！

☆自ら学ぶ力をはぐくむ ☆豊かな心をはぐくむ ☆健康な体をはぐくむ
〇ことばの力を高めよう 〇あいさつをしよう 〇「早寝・早起き・

〇ありがとうを言おう 朝ごはん」をしよう
〇いろいろなことに 〇決まりを守り 〇体を使って遊び、

チャレンジしよう 仲良く活動しよう 運動しよう
〇一人一人のいのちを 〇安全や健康を考えて

〇本に親しもう 大切にしよう 行動しよう

☆郷土をはぐくむ
〇「ふるさと国見」を学ぼう
〇家族や地域の人々とふれあおう
〇地域の行事に参加しよう

２月２２日（火）開催予定だった第６回ＣＳ委員会＆地域学校協働本部推進委

員会は、新型コロナ感染症対策のため、第５回と同様に書面開催としました。

＜ め ざ す 力 ＞

～国見学園をつらぬく柱～



アクティブプランには「めざす力」に対応した「めざす子どもの姿」が示されてい
ます。今回は各校の「ことばの力を高めよう」にスポットをあてて紹介します。

◎ 自分の言葉で伝えようとしたり表現しようとしたりする
子ども
・ 言葉のやり取りや言葉で表現する楽しさを感じる。
・ 自分の気持ちを言葉で伝えようとする。

◎ 自ら環境にかかわり直接的・具体的な体験を通して
考えたり感じたりしたことを自分の言葉で表現できる子ども
・ 思いや考えを言葉で話したり、伝えあったりすることが
できる。

◎ 発達段階に応じた語彙をもち、自分の考えや思いを豊かに
表現できる子ども。
・ 人の話をしっかりと聞き、学年に応じた「読み、書き」
ができる。

・ 身に付けた言葉を基に豊かに話したり、書いたりする
ことができる。

◎ ともに学ぶよさを味わいながら、自分の考えをわかりやすく
伝えることができる生徒
・ 言葉のもつ価値を認識し、適切に聞く、話す、書く、読む
活動に取り組むことができる。

・ 相手の立場を理解し、言語等により相互にコミュニケーシ
ョンを図ることができる。

・ 論理的にプレゼンテーションをすることができる。

各校のアクティブプランには、「めざす子どもの姿」に迫るために、さらに具体的
な実践も示されています。各校の令和４年度のアクティブプランは、「国見町教育ポ
ータル」に４月にアップしますのでぜひご覧ください。

前号NO.5で、「あいさつ運動」について、来年度から取り組むことをお知らせしま
したが、リーフレットは３月中に配付します。リーフレットの内容をご確認いただき、
４月の新学期開始に「あいさつ運動」に取り組めるようよろしくお願いします。

「本に親しもう」では、各校、発達段階に応じて、絵本の読み聞
かせや家読の推進、図書委員会による啓発などに取り組み、読書
活動の充実をめざします。


